
２０ １ ４ 年度  公 益社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  1  
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 3  

本年 度 で ３５ 年 目 を迎 え る 乙訓 青 年 会議 所 は 「明 る い 豊か な 社 会 」 の 実 現を4  

目指 し 活 動を 繋 い でき ま し た。こ の素 晴ら し い 乙訓 青 年 会議 所 を 継続 す る 為に 、5  

我々 は 脈 々と 受 け 継が れ て きた 志 を 受け 継 ぎ 、誇 り と 感謝 を 胸 に新 た な る歩 み6  

を進 め て いか な け れば な り ませ ん 。 しか し 昨 今の 社 会 状況 か ら 読み 取 れ る 様 に7  

移り 変 わ りの 激 し い 時 代 に 生き る 我 々は 、 自 らの 立 ち 位置 を 見 失 い 易 い 状況 下8  

にあ り ま す。 ど の 様な 社 会 状況 に お いて も 不 動の 心 で 行動 し て いく 為 に は、 生9  

まれ 育 っ た日 本 の 良き 心 を 改め て 学 ぶ事 が 必 要だ と 考 えま す 。 そし て 一 人ひ と1 0  

りが 心 豊 かに 気 概 を持 っ て 活動 し 、 地域 の 負 託と 信 頼 に応 え る べく 、 率 先し て1 1  

明る い 未 来を 創 り 出し て い かな け れ ばな り ま せん 。  1 2  

我々 が 明 るい 未 来 を創 り 出 して い く 為に は 一 人 ひ と り の人 間 力 の向 上 が 必要1 3  

です 。 人 間力 と は 道徳 心 、 主体 性 と 実行 力 を 兼ね 備 え た不 動 の 心で 行 動 でき る1 4  

人だ と 考 えま す 。 道徳 心 と は善 悪 を 判断 し 善 を行 う 心 であ り 、 善と は 人 を敬 い1 5  

人の 為 に 行動 で き る利 他 の 精神 で あ ると 考 え ます 。 ま た主 体 性 とは 組 織 の中 で1 6  

自分 の 役 割を 自 覚 し、 責 任 を持 っ た リー ダ ー とし て の 考え る 力 で あ る と 考え ま1 7  

す。 そ の 道徳 心 と 主体 性 を 持ち 、 地 域の 為 に 行動 で き る実 行 力 が必 要 で す。 地1 8  

域に 住 ま う人 と 人 がお 互 い を 敬 い 、い きい き と した 活 気 のあ る 乙訓
ま ち

に する 為 に、1 9  

「不 動 心 、未 来 へ の原 動 力 とな れ 」 のス ロ ー ガン の 下 、我 々 が 人間 力 向 上を 目2 0  

指し 、 率 先し て 行 動し て い かな け れ ばな り ま せん 。  2 1  

本年 度 人 間力 向 上 委員 会 で は 、人 間 力 を向 上 さ せる 為 に ３回 の 例 会を 担 当 し、2 2  

地域 に 開 かれ た 学 びの 場 と なる 様 に いず れ も オー プ ン 例会 と し て 開 催 し ます 。2 3  

３月 例 会 では 道 徳 心を 学 ぶ 事で 、 人 を敬 い 人 の為 に 行 動 で き る 利他 の 精 神を 強2 4  

く持 つ き っか け を 得て 頂 き ます 。 ７ 月例 会 で は主 体 性 につ い て 学 ぶ 事 で 、組 織2 5  

の中 で 自 覚と 責 任 を持 っ た リー ダ ー とし て の 立ち 位 置 をし っ か り 定 め た 考え る2 6  

力を 得 て 頂き ま す 。そ し て １１ 月 例 会で は ３ 月、 ７ 月 の例 会 を 踏ま え た 上で 実2 7  

行力 を 発 揮す る き っか け を 得て 、 不 動の 心 で 行動 で き る人 に な って 頂 き ます 。2 8  

また 資 質 向上 を 目 的と し 、 メン バ ー 向け の 事 業を 開 催 する 事 で 人間 力 の 向上 に2 9  

繋げ て 頂 きま す 。 これ ら の 事業 を 通 して 道 徳 心、 主 体 性と 実 行 力を 兼 ね 備え た3 0  

不動 の 心 で行 動 で きる 人 に なり 、乙訓
ま ち

にも 人間 力 溢 れる 人 を 増や し て いく 事 で、3 1  

「明 る い 豊か な 社 会 」 の 実 現を 目 指 して 参 り ます 。 そ して 創 立 ３５ 周 年 の記 念3 2  

式典 や 記 念事 業 に おい て 、 ３５ 周 年 特別 委 員 会と 連 携 し 協 力 し て参 り ま す。 さ3 3  

らに ま ち づく り 事 業や 青 少 年育 成 事 業へ 積 極 的に 参 加 と協 力 を 行い 、 同 じ志 高3 4  

い仲 間 を 増や す 為 に 、 会 員 拡大 に も 積極 的 に 取り 組 ん で参 り ま す。  3 5  

最後 に 人 間力 向 上 委員 会 で は、 「 一 人は 皆 の 為 、 皆 は ひと つ の 為 」 を 委 員会3 6  

スロ ー ガ ンと し て 活動 し 、委 員 会 メン バー が 率 先し て 人 間力 向 上 を目 指 し ます 。3 7  

そし て 委 員会 メ ン バー が 人 を敬 い 、 自覚 と 責 任を 持 っ て 一 所 懸 命活 動 し 、友 情3 8  

を育 む 事 で力 を 合 わせ 、 明 るい 未 来 を創 り 出 して い く 原動 力 と な っ て 行 動し て3 9  

参り ま す 。  4 0  


